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令和８年度 第２回 木更津市国民健康保険事業の運営に関する協議会 

 

 

１．開催日時  令和８年８月６日（木）午後４時から午後５時５分まで 

 

 

２．開催場所  木更津市役所朝日庁舎 会議室１－２ 

 

 

３．出席委員（１５名） 

 

 （１）被保険者を代表する委員（５名） 

    斉藤 英一、中澤 稔、石井 恵子、清水 一太郎、和田 富士子 

 

 （２）保険医又は保険薬剤師を代表する委員（５名） 

    天野 隆臣、本吉 光隆、大日方 研、細井 系太郎、冨沢 道博 

 

 （３）公益を代表する委員（４名） 

    鈴木 美幸、日向寺 龍児、佐伯 浩一、山田 真司 

 

 （４）被用者保険等保険者を代表する委員（１名） 

    尾本 和芳 

 

 

４．欠席委員（１名） 

 

 （１）公益を代表する委員（１名） 

    後藤 紗織 

 

 

５．出席職員 

 

   小原健康づくり部長、金子保険年金課長、福原課長補佐、佐久間係長、鈴木主査 

 

 

６．議題（すべて公開） 

 

 （１）報告 

   ① 令和７年度木更津市国民健康保険事業報告について 

   ② 令和７年度木更津市国民健康保険特別会計決算について 

 

 （２）事務局説明 

  外国人住民の国民健康保険加入者の現状について 

 

 （３）その他 

  次回運営協議会の開催予定について 
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７．傍聴定員と傍聴人数 

 

  傍聴定員 ５人 

  傍聴人数 ０人 
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令和８年度 第２回 木更津市国民健康保険事業の運営に関する協議会 会議録 

 

鈴木主査   ただいまから、国民健康保険事業の運営に関する協議会を開催いたします。 

       なお、本日の協議会につきましては、会議録作成のため会議の内容を録音させていた

だきますので、あらかじめご了承ください。 

       協議会の開催に際しまして、山田会長からご挨拶をいただきたいと存じます。 

 

山田会長   皆さま、こんにちは。会長の山田でございます。本日はお忙しい中お集まりいただき

まして誠にありがとうございます。連日、身体に応えるような猛暑が続いております。

どうか皆様におかれましては、こまめな水分補給など、ご自身の健康第一でお過ごしい

ただけたらと思います。 

       さて、国民健康保険制度は国民皆保険を支える大切な基盤であり、この木更津市にお

いても安定した運営が求められております。近年は被保険者数の減少や外国人住民の加

入者の増加など、制度を取り巻く状況にも変化が見られているところです。特に、外国

人加入者の増加につきましては、全国的に保険税収納の対策への関心が高まっておりま

す。 

       本日は事務局より、外国人住民の国民健康保険加入状況、保険給付の状況、国民健康

保険税の収納状況について説明がございますので、委員の皆様には気になった点をご指

摘いただければ幸いでございます。 

       加えまして、令和７年度木更津市国民健康保険事業報告の外１件についても、事務局

から報告がございます。制度をより良くしていくためにも、皆さまの率直なお声をいた

だければありがたく存じます。 

       以上簡単ではございますが、開会のごあいさつとさせていただきます。 

       本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

鈴木主査   ありがとうございました。 

       それでは、議題に入らせていただく前に資料の確認をさせていただきたいと存じます。 

       事前に配付させていただきました資料といたしまして、次第、運営協議会資料、そし

て本日の配付資料でございますが、席次表と運営協議会追加資料となっております。配

付資料は以上となりますが、資料に落丁等ございましたら、事務局までお申し付けいた

だきますようお願い申し上げます。 

       本日、後藤委員が所用のため欠席でございます。従いまして、現在の出席者は 15 名

であり、木更津市国民健康保険条例施行規則第８条の規定により定足数に達しておりま

すので会議の開催要件は満たしております。 

       また、本日の審議会は、木更津市審議会等の会議の公開に関する条例の規定により公

開となっております。 

       なお、本日の傍聴希望者はおりませんので、ご報告いたします。 

 

鈴木主査   本日の協議会は、報告事項が２件、事務局説明が１件でございます。 

       はじめに、報告事項１「令和７年度木更津市国民健康保険事業報告について」をご説

明いたします。 

 

福原補佐   保険年金課の福原です。着座にてご説明いたします。 

       報告事項１「令和７年度木更津市国民健康保険事業報告について」をご説明させてい

ただきます。 

       資料の２ページをご覧ください。 

       国民健康保険加入者の概要でございますが、直近５年間の世帯数、被保険者数、65

歳以上の被保険者数の割合はグラフのとおり推移しております。団塊世代の後期高齢者

医療保険への移行、働き方改革による 60 歳代の就労者の増加、また企業等で働く短時
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間労働者の社会保険加入の適用拡大等の影響から、世帯数及び被保険者数は減少傾向に

ございます。また、外国人の動向につきましては、外国人人口の増加に伴い、外国人被

保険者数も年々増加しております。 

       ３ページをご覧ください。 

       国民健康保険税現年度分の収納状況でございます。現年度分の調定額、収納額、収納

率はグラフ及び下段の表のとおりです。調定額については、被保険者数の減少に伴い減

少傾向でしたが、令和６年度以降は税率の引き上げの影響により増加しております。収

納率は令和７年度が 94.18％で、令和６年度より 0.64ポイント増加しました。 

       ４ページをご覧ください。 

       令和７年度国民健康保険事業計画に挙げた項目のうち、主なものの事業実績について

報告いたします。 

       １の収納率向上対策事業でございますが、保険税収納率向上対策として、市税等徴収

対策実施計画に基づき、文書催告、自動音声電話催告、ショートメッセージサービス配

信による催告を実施し、収納率の向上に努めました。また、特別療養の対象となる可能

性のある世帯に、事前に納税相談の案内を送付しました。次に、口座振替の利用促進と

して、納付書発送時のチラシ同封や広報きさらづへの掲載、窓口受け付け時の案内など

に加え、令和７年度は口座振替新規申し込みキャンペーンを実施、また、届出印不要で

キャッシュカードを利用して、口座振替受付手続きができる口座振替受付サービスを案

内し、利用の促進に努めました。次に、電子マネーによる納付の拡大として、納付書に

地方税統一の二次元コードを印字し、二次元コードから、クレジットカードインターネ

ットバンキング、スマートフォン決済アプリ等で納付ができるようになっており、納付

書への記載や市ホームページ等での周知により利用が進んでいる状況です。 

       ５ページをご覧ください。 

       ２の適用適正化対策事業でございますが、オンライン資格確認システムから提供され

る資格重複状況結果一覧を活用し、国保資格の適用に疑義のある方 1,562 人に対し、届

出の勧奨を行い、そのうち、届出がされなかった方 669 人に対しては、職権による資格

の喪失を実施し、賦課及び資格の適正化を図りました。次に、未申告者への申告勧奨と

して、適正な賦課を行うために所得未申告者がいる 975 世帯に対し、届出勧奨を行い所

得の把握に努めました。775 世帯から届出をいただき、届出率は 77.4％となっておりま

す。 

       続きまして、３の医療費適正化対策事業でございますが、後発医薬品の普及促進につ

きましては、令和７年度に後発医薬品に切り換えた場合の差額通知を送付した人が、後

発医薬品に変更した薬剤費は 174 万 2377 円でした。また、後発医薬品の割合は、数量

で 88.5％、金額で 80.6％となっております。令和６年度は後発医薬品がある医薬品で、

先発医薬品の処方を希望する場合に通常の患者負担に加え、特別料金が加算される仕組

みが開始されたことにより後発医薬品の利用が進みましたが、令和７年度は利用拡大の

効果が一巡したと考えております。６ページをご覧ください。第三者行為求償事務につ

きましては、レセプト点検員による傷病名からの調査や高額療養費の支給状況から、交

通事故等による第三者行為の把握に努めました。 

       続きまして、４の保健事業でございますが、特定健康診査につきましては協力医療機

関で実施する個別健康診査と７月から 10 月の間で合計７日間の集団健康診査を実施い

たしました。受診率につきましては、速報値となりますが 42.4％となっております。

次に、特定保健指導につきましては、特定健康診査や短期人間ドック等の経過から該当

者に特定保健指導を実施し、メタボリックシンドロームの改善及び生活習慣病発症の抑

制に取り組みました。実施率は途中経過値となりますが 50.7％となっております。令

和７年度は保健指導の案内通知書に朱書きで日付を入れる工夫をし、保健指導を受けに

来る来所率を上げるとともに、保健指導を受けに来ていない人には保健師等が家庭を訪

問して、特定保健指導を実施しました。７ページをご覧ください。慢性腎臓病及び糖尿

病性腎症の重症化予防につきましては、糖尿病を起因とする糖尿病性腎症、慢性腎臓病

の発症及び重症化を予防し、人工透析患者の減少につなげるため、君津管内４市医師会
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及び地域専門医で連携し、腎臓用地域連携パスにより受診勧奨をする取組を実施し、令

和７年度は 749 件の交付を行いました。次に、重複服薬患者への保健指導につきまして

は、重複服薬による健康被害の防止及び医療費適正化を図るため、君津木更津薬剤師会

薬業会と協同し、20名の重複服薬患者に対し保健指導を実施しました。 

       最後に、５の広報啓発事業でございますが、広報きさらづに保険コーナーを常設して

おり、国民健康保険制度の現状や健康課題、疾病、重症化予防に関する啓発、マイナ保

険証の利用促進など、年間を通じ、国民健康保険に関する情報の周知、提供に努めまし

た。また、市ホームページのトップページや市公式ＬＩＮＥなどを活用し、特定健康診

査の受診啓発を行いました。事業報告につきましては以上となります。 

 

鈴木主査   説明が終わりましたので、ご質問、ご意見などがございましたらお願いいたします。 

       なお、会議録作成を効率化するための録音システムを導入しております。ご発言の際

は、挙手のうえ、お手元のマイクのボタンを押していただいてから、ご発言をお願いい

たします。また、ご発言が終わりましたら、再度ボタンを押していただきますようお願

いいたします。 

       それでは、ご質問、ご意見などがございましたらお願いいたします。 

 

和田委員   ご説明ありがとうございます。質問は６ページの保健事業ですが、特定健康診査の受

診率が 42.4％、令和６年度が 43％で、もう少し受診率が上がるようにできたらいいの

にと思います。私も集団検診を受けようとして申し込んだときには、もういっぱいだっ

たりとか、そのような経験があったり、日数も何日間か増やしていただければ、この受

診率も上がるのでないかと思いました。 

 

福原補佐   ご意見ありがとうございます。集団検診は現在７日間、休日６日と平日 1 日で実施し

ているなかで、日数を増やすと確かに増えるということもございますが、まずは啓発と

勧奨通知等で受診率を上げることに努め、それでも足らないときは日数の変更等を考え

たいと思います。現在は今ある日数の中で、受診をいかに増やすかというところで取り

組んで行ければと思っております。以上でございます。 

 

金子課長   保険年金課長の金子でございます。ご意見ありがとうございます。この特定健診の集

団検診でございますが、令和６年度まで１日当たりの受診可能人数を 200 人のところ、

令和７年度は 240 人に増やして、より多くの方が受診できるように取り組んでおります。 

       結果としては、令和６年度より受診率が下がっているところですが、引き続き、この

受入枠を増やしたところですので、引き続き、多くの方に受診していただけるよう取り

組んで参りたいと考えております。以上でございます。 

 

鈴木主査   その他、ご質問ご意見などございますでしょうか。 

 

（質疑終了） 

 

鈴木主査   続きまして、報告事項２「令和７年度木更津市国民健康保険特別会計決算について」

を説明いたします。 

 

佐久間係長  保険年金課国保賦課係長の佐久間と申します。私から報告事項２「令和７年度木更津

市国民健康保険特別会計決算について」ご説明いたします。着座にて説明させていただ

きます。 

       大変申し訳ありません。はじめに資料の訂正が２箇所ございます。お手元にお配りし

ました資料のとおりになりますが口頭でも説明させていただきます。資料 12 ページの

５款国民健康保険税の本文３行目後半の年間平均被保険者数のところですが、最初の

「24612人」が「23397人」に訂正をお願いいたします。続きまして、次の「23397人」 














